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す
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上
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す
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古
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す
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あ
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な
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。
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磁
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葉
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ず
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凶
る
「
J

め
、
山
去
の
け
引
ニ
げ
、

" ,,-, 
一〆

紛
糾
枕
渥
川
市
制
反
心
導
入
心
Irc円
滑
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友
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光
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／
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齢
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古
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れ
ゐ
よ
う
に
夜
屯
伊
玉
、
れ
る
も
の
と
す
る

（！メ人民半、 日： ／ス・＂77！自前日〔2りlキ 11



2 

労
に
問
者
は
、
雨
的
期
に
お
H

の
た
め
、

μ、h
J

送
ん
ご
、
肖
齢
期
い
お
け
る
戦
（
苛
立
活
の
設
引
を
行
い

設
計
に
盆
っ
き
、
そ
の
能
力
の
開
発
友
び
向
上
花
び
に
～
で
の
渡
康
の
保
持
友
ぴ
増
進
に
努
め
る
も
の
こ
ず
る
〉

「
事
業
主
の
責
務
）

第
四
条

事
業
主
は
、
そ
心
雇
川
市
ず
る
ヨ
ヰ
齢
者
に
コ
い
に
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
必
び
に
作
業
施
設
の
改
苦
そ
の
他
り
か
州
条
件

の
予
備
を
行
い
、
」
ヴ
び
に
そ
の
展
開
川
す
る
古
？
味
付
名

τに
つ
い
て

4
枕
絞
り
援
均
等
を
行
う
こ
こ
に

E
旬
、
そ
の
意
欲
及
び
能
刀
ト

応
じ
て
干
の
朽
の
？
た
め
の
屋
川
明
心
得
、
会
の
倍
以
（
等
、
川
N

環
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
ヲ
ξ
〈

フ

手
業
ム
下
は
、
そ
の
尽
泊
三
G
労
働
者
三
向
的
肢
に
お
い
亡
そ
の
意
欲
忍
び
能
力
に
応
じ
て
就
業
す
る
こ
と
に
よ
れ
職
業
庁
引
の
九
月

実
を
川
門
る
、
一
と
が
で
き
る
よ
う
に
寸
る
た
め

で
の
古
川
前
期
に
hm
け
る
峨
菜

q
活
の
設
計
に
つ
い
て
必
要
な
川
淀
川
山
吉
行
う
よ
う
がJ
め

る
も
C
と
い

Z
Q

問
国
友
バ
リ
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
五
条

同
及
び
地
打
d

公
共
団
体
は

、
労
働
者
そ
の
他
心
悶
係
者
の
白
玉
的
ぷ
怒
MbJ乞
苅
J

革
し
つ
つ
そ
の
完
結
に
出

J
、こ

れ
ら
の
若
い
け
汀
し
必
安
な
援
助
手
吉
行
う
と
ζ

ち
に
、
品
斗
齢
者
等
の
内
就
職
の
促
進
の
た
め
に
必
M
7
J

な
職
立
、
相
力
、
戦
荒
川
被
等

肉
体
制
の
存
情
j

と
つ
れ
ノ
令
、
同
年
齢
者
等
の
忌
欲
友
び
能
力
に
応

μ
た
山
市
日
の
機
会
そ
の
他
の
各
紙
作
品
九
札
業
の
機
会
的
確
保
等
を
凶

る
た
の
に
必
裂
な
施
M

引
を
い
J

仙
台
的
か
っ
効
果
的
に
準
准
す
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
ー
一
す
る
J

門
内
庁
齢
者
雇
用
安
定
法
ん
粂
｛
～

ω44止
す
る
一
川
河
午
持
者
同
桂
川
刑
確
保
治
置
l

〈つ

し
て
、
事
業
i
h
M継
針
府
用
白
w
w
a
f
吉
司
入
ず
る

に
当
た
っ
て
も
、
高
午
齢
者
円
門
ー
ザ
に
掛

mr、
意
欲
と
詑
か
か
陥
わ
ハ
て
け
る
こ
こ
か
あ
く
ま
で
も
前
提
ど
な
る
。
そ
孔
が
同
法
の
ム
本
的

在
〈
必
で
あ
り
、
研
究
会
報
告
書
も
｜
｜
少
な
く
と
も
総
論
部
分
に
お
レ
に
は
｜
｜
こ
う
ー
に
与
え
々
に
主
主
で
お
っ
こ
－
一
｝
の
よ
う
に

ふ

ぴ）
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ーいっヂ
L
3、、

同
法
い
は
な
い

2 

京
欲
も
能
力
も
要
求
し
な
い
缶
詰

他
方
、
研
究
会
部
敗
者
は
、
そ
り
件
論
部
分
に
お
こ
k

次
の
よ
入
に
い
う
（

e

p

つμ
）
）

n

門
何
人
可
約
者
屋
川
市
安
定
法
で
は
、

｛疋

4
年
除
は
ー
ハ

C
設
を

T
Hる
こ
と
が
で
き
は
い
こ

／
｝
も
に
、
原
則
と
し
て
希
明
者
か
弓

日一六一
j

城
主
で
む
貯
用
確
保
措
自
主
＃
じ
る
こ

行
て
い
る
か
、
労
句
協
定
に
よ
り
総
統
日
収
用
制
皮
の
対
象
と

k
る
高
ヰ
前

省
r
L
M
叩
る
基
準
宇
1
4
め
る
こ
と
が
で
主
る
、
一
と
と
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
、
人
I
U
段
ま
で
希
問
者
全
門
れ
の
烹
弔
を
夜
%
ず
る
制
皮
を
設

行
る
こ
と
と
な
ペ
て
い
な
い
一

こ
む
て
め
、
反
行
制
皮
の
ま
ま
亡
は
、

加
え
、
京
酬
比
例
部
分
に
つ
い
て
も
、
い
も
齢
h

与
や
じ
丸
〈
み
の
支
給
開
侃
い

mk
前

日午前占z町コク～定：コ＂＂＇＂＇＇ ，，とみ町村出点
、j
J
r
i
L
L
Lト
ノ
ー
久
」
k
i
h

レ
J

J

l

旬
、
引

υん
吠
寸
J

ち、

（！メ人民半、日：／ス・＂ 7'!!GG：〔2りlキ 11

平
b）乙

。
一
一
一
』
皮
に
は
、
六
つ
歳
定
年
以
降
、
綱
紀
一
一
川
？
と
希
切
干
し
に
均
む
に
、
一
事
一
引
が
緋
絞
犬
、

干i

れ
ず
、
ま
h

年
八
す
も
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
無
収
一
人
と

k
る
者
が
A
J
J
φ
可
能
性
が
あ
る
J

門
間
咋
約
者
の
生
活
の
安
定
を
附
る
た
め
に
、
？
ハ
（
ハ
段
以
降
斗
金
支
桁
閉
始
り
山
ー
で
の
雇

ωー
を
部
保
、
三
用
供
用
tp
一
午
ふ
ナ
！
？
？
確
実
に
一
桜
花

さ
ゆ
る
斗
と
い
引
J

設
相
叫
で
あ
り
、
引
に
、

’
心
立
ー
制
の
対
象
と
な
る
苦
い
っ
い
て
は
、

の
が
い
会
的
支
務
こ
ヲ
〆
て
、
一
一
民
と
年
λ

だ
の
接
続

を
M
凶
る
べ
き
で
あ
る
」

そ
の
い
わ
し
と

f
る
と
こ
ろ
は
、
凡
じ
み
た
－

2Jに
、
榊
紘
一
堀
町
制
反
の
汁
象
y
し
な
る
門
何
年
齢
者
に
係
る
幕
内
制
父
、

つ
ま
り
椴
続

民
体
川
市
相
皮
の
組
一
明
長
押
ま
に
は
適
川
用
除
外
主
準
む
バ
お
い
M
m丈1
刊
叫
ん
止
に
よ
り
定
げ
の
司
令
山
前
段
を
符
止
す
る
こ
こ
に
あ
ゐ

11 

現
状
に
お
い
て
も

継
続
一
房
一
川
刊
疫
の
汁
象
と
な
る
高
午
前
者
に
係
る
に
一
準
剥
佼
に
よ
り
川
市
識
し
ん
J

者
か
定
年
叫
ん
注
者
全
体

1
7川
吟
る

割
合
は
一
令
f
J

「
同
士
に
と
ど
ま
っ
と
い
る
ι



対
象
を
こ
う
し
た
基
刊
制
度
が
羽
引
い
弔
問
け
ら
れ
て
い
る
企
業
に
阪
ー
十
三
下
ご
ν
て
も
、

了
ハ
ソ
一
%
に
ま
で
上
斗
す
る
に
L
J
ぎ
仕
い
。
一
ハ
ハ
一
歳
定
午
以
降
、

の
ぷ
司
到
達
者
に
山
占
的
る
池
一
川
除

町
内
労
鳴
者
の
割
合
川
川
、

術
品
川
川
雇
用
を
検
証
卓
了
よ
入
場
合
ト
円
、

一一一討が

継
続
さ
れ
ず
、
ま
七

T
金
も
え
給
さ
れ
な
い
v

乙
に
よ
り

ム
ア
宅〉

／ 

版人t士主主； GI '3句。OJ692「2iil

な
る
者
が
A
1
じ
る
可
能
性
が
あ
る
乙
は
い
え
、
集
持
制
度
そ
の

も
の
の
A

阜
市
止
を
N
弘
法
と
か
J

る
ま
で
に
、
間
引
状
が
深
刻
な
レ
ベ
ル
に
あ
る

2
は
到
市
町
け
川
Y
4
引
い
U

労
般
政
策
研
究
・
研
修
機
構
「
j
i
L
P
I
）
か
平
成

（
い
一
年
ー
に
実
施
し
た

ー
ム
司
齢
者
の
一
桜
山
・
採
用
に
湾
ふ
り
ニ
ヱ
訓
告
i

選
用
品
準
（
工
、
九
山
（
総
数
回
答
）
は
、

};, 

健
康
七
人
出
仰
が
な
レ
こ
と
一

% 

働
ノ
＼
意
同
ケ
広
欲
が
↓
ぬ
る
日
｝
J

F
ルヘ－

%
）
が
と
も
に
九
割
を
起
え
て
万
打
、
こ
れ
に
一
山
勤
索
、

〔六
7

ハ・

I
C
f
、
三
百
社
げ
か
必
不
す
る
織
務
内
容

ι合
意

で
き
る
こ
と

お
よ
び

一
定
の
業
ー
総
計
’
川

ー
ハ
コ
川
一
ノ
分
）

が
は
川
く
も
心
と
な
っ
て
い

F〆
ノO

労
働
者
に
働
く
心
思
げ
が
な
い
ぬ
合
唱
、
会
社
が
蛇
！
小
す
る
臓
務
片
山
J

て
v
h
H
使
が
合
自
己
寺
内
引
か
っ
た
湯
合
に
は
、

廿
市
冷
制
戊
心
有
川

二、や
Ln
ラ
コ
ド
ヲ

7
1
L
O
’ム

f
、：

件
雇
用
契
約
は
締
結
さ
れ
た
い
と
は
い
二
も
の
の

働
〈
↓
ぃ
欲
は
な
く
て
も
、
宣
伝
だ
け
は
也
、
り
い
た
い
1
／
考
え
る

付

ι告
は
、
今
析
し
仁
は
か
ふ
わ
り
と
く
少
な

mt門
47い
る
〈

出
動
率
ゐ
勤
務
態
伎

ζ
の凡古川絞一
d
缶
は

い
ず
れ
も
働
〈
能
力

ま
た

を
測
る
た
め
の
主
力
な
尺
山
は
で
あ
り
、
佐
原
で
主
け
れ
ば
、
能
h
心
の
花
町
却
は
そ

EMP
も
期
待
で
き
1
6
い
〉
こ
の
よ
う
に
、
通
川
基
準
の

川
容
に
つ
い
J
L
J
U
、
現
状
乞
み
る
阪
句
、
こ
と
さ
ら
問
照
祝
す
べ
き
状
に
に
ば
た
い
し

定
年
を
迎
え
た
有
が
再
一
一
川
「
緋
消
口
庄
町
J

を
希
万
円
し
て

1
5点
、
執
務
内
符
や
労
恨
条
が
い
い
に
つ
い
て
労
使
が
〈
い
草
で
き
な
い
場
九
「

を
除
き
、
｜
｜
汁
ゑ
労
偶
者

2
u後
や
詑
力
の
い
か

y
Z一
間
わ
ず
｜
｜
£
～
2
4九
月
一
主
一
事
実
卜
再
庄
日
｝
ノ
な
け
れ
ば
な
ら
白
い

相
反
の
廃
止
は
、
、
」
の
よ
号
以
平
耕
一
ト
f

主
来
十
丁
に
ζ

っ
て
現
実
の
も
り
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
U

一γし
か
に
、
売
っ
約
者
一
房
一
川
次
山
止
法
が
事
業
王
に
糾
し
た
義
務
は
、
被
続
雇
用
制
伎
の
導
入
義
務

で
は
な
レ
r

の？な品目）

C
本町、
J
W
L

、

丘
々
正
労
働
者
か
継
続
尽
泊
三
G
義
務
、
私
法
一

し
か
し
、
研
究
会
報
百
宝

Nrご
の
各
必
部
分
に
お
レ
て
tLノ＼



例
外
公
訴
、
お
収
担
九
員
ル
ー
ル
の
も
L
Y

で
は
、
就
業
規
則
手
に
よ
り
対
象
勾
偽
守
山
内
い
を
選
択
す
る
白
自
主
滑
保
ず
る
一
一
之
、
炉
、
不
叶
ぷ
阪
し
）

は
い
わ
な
い
ま
で
ー
も
、
苦
し
く
悶
礁
に

、三つ
J
L
行
状
討
は
、
冗
に
み
た
両

4
齢
者
伊
用
安
丸
川
中
山
の
泊
定
内
谷
乙
正

fmか
っ
パ
引

7
A
1
ノ
グ
一
；
る
も
の
で
あ
り
、
契
約
心
’
J
回

疑
問再
が雇
あー則
るE) '.) 
c ィワ

'2 
結

j, 

{l 

tfl 

li! 
cコ
ロ
山

／）いろノ山田一ぃ［川から
J
d
h

、
阿
川
い
れ
を
認
め
な
い

A
望
布
か
員
ル
ル
に
は
十
へ
い
ピ

パ
丸
山
や
能
力
が
な
く
と
も
、
希
同
し
に
に
け
で
再
軍
用
心
道
が
拓
古
、
れ
る
（

τ
れ、
β
f
d
識
に
反
す
る
こ
と
は
己
を
め
K
1一
に
占
司
〈
思
欲

と
能
わ
が
な
け
れ
ば
、
希
望
し
た
だ
け
で
片
山
呼
応
用
の
沼
は
桁
か
れ
な
L
し

て
活
力
の
ψ

ぬ
る
庄
市
民
日
刊
7jhv
絵
持
「
る
た
め
に
は
、

む
し
ろ
一
二
心
、
一
と
を
絞
殺
意
川
の
ル
ー
ル
l
L
す
べ
き
C
あ
ろ
う

日午前占z町コク～定：コ＂＂＇＂＇＇ ，，とみ町村出点

授
か
さ
れ
る
有
引
労
働
い
人
約
へ

C
Uわ
響
｜
｜
拘
石
川
比
約
を
事
実
上
、
執
務
づ
け
守
台
市
法
一
斉
品
目
H
ハ
ル
ヲ
ル

契
約
が
更
新
さ
れ
主
い
場
合
の
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
現
行
ル

i
ル

J

技
ハ
ヰ
の
法
改
～
よ

法
律
4
滑

り

同
H

方
、
平
成
一
ハ
斗
一
一
片

ー
施
〆
守
〉
に
t

o

り
、
労
働
基
準
決
（
昭
和

司
法
律
お
同
九

号）

一
川
条
は
、
以

F
の
t

o

h

つ
山
改
め
ら
れ
る
」
と
に
た
る
し

（
契
約
湖
関
等
）

第
十
匹
条

攻
、
時
）

厚
生
労
鮒
大
川
」
は
、
町
出
荷
の
山
止
仇
り
の
あ
る
労
働
契
約
け
斜
計
村
山
内
及
川
J

吋
1
4
A
H
鮒
契
約
の
期
間
の
満
了
時
に
お
い
て
労
働
者
乙
使
用

者
と
の
肢
に
紛
予
が
生
ず
る
こ
と
を
よ
然
に
防
止

rJる
と
め
、
使
用
者
が
一
市
ず
？
ざ
労
働
契
約
む
山
叫
ん
肢
の
訟

f
に
係
る
通
知
に
均
す

（！メ人民半、日：／ス・＂ Si!G91〔2りlキ 11



る
む
叫
川
、
？
げ
の
仙
川
必
要
な
長
噴
い
つ
い
て

ザ
句
、
了
J
f
h山
’
市
、
告
し
ザ
h
v
v

行
政
日
干
は
、
前
川
引
の
女
ぃ
常
に
悶
L

別
世日

の
あ
る
、
万
一
旬
μ人
約
を
約
L
附
す
る
使
い
何
者
に
L
刊
し
、
必
重
な
助
一
叫
月
九
ひ
指
導
を

「
マ
い
う
こ
乙
が
で
L
2
C
Q
っ

そ
の
析
に
迫
加
さ
れ
に
同
h

最
近
の
規
定
に
長
づ
き
、

叩
定
を
み
た
も
の
か
ー
有
お
労
働
契
約
心
締
結
、

更
新
及
び
一
喜
一
止
パ
め
に
時
十

で
あ
り
、
そ
の
粂
は
次
の
よ
h

つ
に
規
ど
「
る
c

更
新
の
布
川
お
よ
び
更

新
す
る
場
ム
円
以
山
中
心
る
と
し
た
と
寺
の
ど
（
新
ま
f
い
は
一
匡
一
止
め
の
川
断
』
準
の
明
小
宵
使
用
者
に
義
務
づ
け
行
規
｛
究
、
山
？
と
れ
で
あ
る
c

ヲ

G
I
H
F

（山
l
成
立
年
月
半
労
働
省
長
不
第
山
七
号
）

（
契
約
締
結
時
の
明
示
事
項
等
J

第
一
条

伎
市
者
は
、
期
間
の
だ
め
の
ぞ
令
労
働
契
約
（
以
卜
一
有
明
労
働
N
d
J

約
）
と
い

の
締
結
に
際
し
、
ぷ
J

働
者
に
対

L
て

当
設
契
約
の
苅
問
の
満
了
後
に
お
け
る
レ
I
該
犯
約
に
係
る
更
新
の
存
知
J

，v
明
一
小
し
な
け
れ
日
と
ら
な
い

つ
丘一

斗
有
「
ハ
の
場
ム
円
に
お
い
て
、
使
用
者
hJψ
」
誌
契
約
を
更
新
ナ
る
湯
台
が
あ
る
戸
川
町
不
し
た
と
き
は
、
使
川
市
v
h
は
、
労
働
芸
に
対
し

て
当
ー
誌
い
川
三
幻
を
史
1制
「
る
場
合
r人
は
し
な
い
場
合
の
判
断
の
某
準
を
明
示
、
μ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
v

~ 

使
用
品
心
は
、

有
期
好
品
川
川
市
パ
約
の
げ
村
町
役
に
り
H
A
頃
に
規
定
す
る
弔
唄
に
問
、
ご
l

～
公
民
「
る
場
ム
円
に
は
、

労
働
討
に
付
し
て
、
遠
山
か
に
そ
の
一
区
中
的
一
子
〆
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
亡
、
こ
の
一
条
に
定
釣
る
「
更
新
の
汀
任
」
お
よ
び

1
1断
心
瓦
準
i

に
深
川
也
心
し
て
、
改
rl
法
の
随
一
行
通
淫
一
労
般
本
準
法
の

一
部
を
市
H
r－
－
る
法
位
。
版
行
に
つ
い
て
ー

（
平
以
五
司
一

C
月
二

円
基
荒
川
出
口
二
八
ノ
C
一号）

は
、
中
山
の
士
フ
に

へあ
1

・
2
一

Z
）
一
一
止
止
に
町
民
ヲ
る
基
準
の
内
科

~）~ 
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日午前占z町コク～定：コ＂＂＇＂＇＇ ，，とみ町村出点

（
ア
一
本
年
、
に
よ
り
則
一
小

L
仕
け
れ
ば
な
り
な
い

Z
こ
乙
さ
れ
る
「
更
新

及
び
「
判
断
の
基
刊
し
」

山
リ
知
山
中
い
〈
な
る
も
の
で
μ
め
る
こ
い
〈
を
川
丸
、
す
る
J

む
の
ザ
あ
る
こ
と
U

間
九
人
口
約
を
約
九
町
ず
る
労
問
省
？
刀
、
九
人
約
期
間
満
了
後
の
日
り
の
鹿
市
継
続
の
下
一
詑
性
に
つ
い
て
ん
心
n
U
皮
予
一
E
Fる
こ
と
古

の
門
容
は
、
岳
山
川
労

折
、
え
ば

t～
新
の
有
無
ー

戸
一
コ
パ
y
f
に
や
J
引

l
t
v
l

、）
l
y

a 

白
山
…
的
に
更
新
す
る

に
新
L
U
J
G
場
合
が
あ
り
何
J

る

c 

公
約
の
克
一
一
い
し
た
い

リ
キ
ー
や
（
明
不
十
づ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
中
も
む
で
為
る
こ
と
J

「
叫
耐
の
基
準
」

ま
た

一、ノ、

L
P
仇

i

v

l

v

ν

i

 

a 

hm一
へ
約
剃
悶
満
了
時
の
4
t
大占有

E
ー
よ
り
判
断
す
る

b 

川
河
儲
一
立
の
向
山
一
対
成
績
、
ム
t
I
…
度
に
よ
り
判
断
す
る

c 

弘
一
倍
一
文
の
出
力
に
、
。
り
判
断
「
る

cl 

会
祉
の
経
営
状
況
に
よ
り
同
断
す
る

ε 

従
ド
1JJYい
る
業
務
の
長
長
状
況
に
も

τり
判
断
す
る

込
寸
を
阿
川
不
「
る
二
一
が
考
手
い
り
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
u

一、ィ
J

ほ
お
、
こ
、
孔
ら
心
情
」
7

一
引
に
つ
い
と
は
、

を
交
ハ
J
寸
る
ご
と
に
よ
わ
町
市
汽
れ
る
、
一
と
が
望
ま
し
い
も
の
で
丸
山
る
こ
と
一

十
ラ
ブ
ル
L
V
一
未
然
に
防
け
ず
る
絞
白
、
か
ら
、
使
用
者
か
ら
労
働
者
に
対
し
と
吉
田

（！メ人民半、日：／ス・＂ 83!GG＂〔2りlキ 11



主
ノ
）
木
条
む

及
び
判
断
の
英
一
刊
」
に
係
る
者

」
切
に
つ
い
て
は
、

使
加
者
、
m
N
h
匁
偽
契
約
締
結

FJに
行
コ
た
見
新

判
、
表
不
幻
内
町
げ
を
決
吏
ず
る
場
九
円
に
、
当
市
労
明
契
約
を
締
結
し
た
労
刷
出
ω
十
刊
に
対
L
て
、
速
や
か
に
そ
の
交
史
L
三
戸
店
】
表

不
の
j

門
存
中
川
町
一
－
小
し
な
け
れ
ば
な
ア
白
い
誌
の
で
あ
る
こ
乙
ハ
こ
の
場
弘
、

f立
C} 

判
断
の

H
J
L
が市

更
新
の
拾
に

議
川
一
刀
鮒
契
約
の
一
部
と
な
3

て
い
る
場
ん
じ
に
は
、
そ
の
変
死
に
は
吋
1
4
A
H
鮒
者
の
け
意
JrJtず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
n

期
慌
の
た
昨
（
り
あ
る
契
約
は
、
更
新
さ
れ
な
け
れ
ば
、
則
前
正
満
了
を
も
っ
て
白
説
的
に
終

f
す
る
c

こ
れ
が
町
間

い
し
有
照
労
働
裂
が
の
混
合
、
更
新
し
な
い
4
荷
台
の
間
断
黒
点
ー
が
の
あ
る

契
約
U
原
引
で
為
J
1

有
町
、
労
働
相
ん
お
も
そ
の
例
外
で
は

（
可
能

と畑山
hJ
、
吉
γ

一
で
）
明
が
さ
わ
て
い
れ
ば
、
広
M
U
h
a
坤
山
に
某
つ
〈
握
止
め
更
γ
初
紅
白
が
川
能
に
な
る
…
十
引
の
通
達
は
、
二
心
理
jhy

二
区
で
伴
一
北

L
z人
も
の
と
も
い
う
こ
「
が
で
き
る
コ

《

乙

本
人
が
希
望
す
る
団
地
り
契
約
が
更
新
さ
れ
る
？

忘
年
後
の
継
続
夏
用

宏
司
退
職
y
p
を
再
一
一
府
（
縦
続
信
用
）
す
る
場
合
、
企
業
は
苅
聞
汗
J

一
白
の
解
約
リ
ス
ク
主
考
慮
し
、

ワ』

新

F
る
ス
タ
イ
ル
乞
と
る
と
ζ

が
多
し
い
c

そ
の
よ
う
伝
一
門
店
店
従
約
も
、
刻
聞
の
一
戸
一
め
の
あ
る
抗
約
（
ム
例
制
制
労
鈎
契
約
）

咋
ご
L
Y

に
労
偽
徒
約
主

m一

三
あ
ゐ
以
l、

更
新
さ
れ
な
汁
れ
ば
、
契
約
期
間
の
満
了
と
／
一
本
に
終
了
づ
る
J

労
使
鴻
む
f

ケ

rt
て
榊
紘
一
一
川
制
浅
の
刈
品
本
名
に
係
る
蒸
準

犬
小
南
）
が
え
め
ら
れ
て
い
る
ぬ
台
に
は
、

山
口
駅
山
内
の
当
初
は
そ

に
い
た
討
E
あ
っ
て
も
、
更
新
時
に
こ
れ
を
満
た
さ

入よく
2

J

h

J

J

D
土、

／

／

j

l

〈

fy

ム
コ
札
J
山
［
庸
止
め
の
対
象
；
｝

L
か
L

羽
わ
の
継
続
一
房
一
川
川
度
は

ハ
h
歳

ヘ
子
氏

ムη
ι
r
A
一
「
八
一
日
主
で
は
六
四
h

成
、
氏
、
司
じ
～

ま
で
は
、
文
d

ムJ
ど
お
り

い
庄
川
肘
が
絞
続
ず
る
、
」
と
を
前
提
と
し
た
制
ぽ
で
為
り
、
羽
業
民
引
に
足
止
ur
，
の
市
山
を
ど
の
よ
「
に
知
む
FJ
る
の
か
と
w

っ
た
同
胞
を

'Piえ人法学； GI 、＇.3・＂削 ）"'ii [2υI'. ; I、
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久町一
ユ

と1~、

一

吉i
 

入
J

刷
十
又
～
一
え
十
土
3
巾
v

九＆一
J

J
］」
ι
門
｝
を
干
弐
ノ
仁
九
品
ヲ
巾
r
だ

L

’、一
、

i
月
己

I
Z－
－

；

、

c
日
毛

1

z

の
減
少
や
（
苛
務
の

人
事
初
比
一
五
が
期
日
乙
か
し
？
え
る
問
忠
に
、

J
q
h
f
を
珂
灯

rγ
る
宗
！
リ
め
は
川
設
か
と
い
戸
、
難
問
が
あ
る
υ

泊
常
円

JL山
川
労
使
契
約
の
ぬ
台
、
山
山
人
約
を
一
…
一
新
す
る
か
ん
U
か
の
判
断
に
り
た
っ
て
、

契
約
削
刑
判
消

f
時
の
主
務
円
以

rY鳴
者

の
勤
務
成
績
、
能
山
皮

労
働
持
の
能
力

八
百
社
の
ん
行
情
状
況
、
⑦
従
下

L
て
い
る
業
務
の
む
沙
状
況
勾
J

を
、
そ
の

4
断
ぷ
準

こ
と
は
、
先
に
み
に
よ
う
に
弓
一
主
で
も
認
ゲ
ら
れ
て
い
る
n

終
統
一
一
用
制
攻
の
対
象
と

k
る
、
す
働
者
に
つ
い
て
も
、
汚
一
草
川
J
I
M
引
の
更
新
に
当
た
っ
て
、
労
使
協
む
の
定
め
に
合
致
す
る
も
の
で

ち
工
ま

；
j

l

 

ゼ
判
断
北
川
河

J
す
る
こ
と
に
現
行
法
一
河
ら
同
窓
は

汚
働
者
の

背任

ii 

や
一
竹
刀
働
者
の
能
力d

iζ 

人
一
山
川
刊
の
径
営
状
況

に
閉
山
し
て
も
、
そ
れ
が
定
H

退
験
者
心
不
補
充
亘

い
る
1
て
つ
な
燥
の
ん
J

しに
u
b

就
業
川
崎
岐
に
読
山
ん
す
る
一
定
は
め
事
tL
に
ち
よ
る
と
は
い
う
も
の
の

加
相
続
原
市
制
度
の
対
象
労
働
者
に
ワ
い

日午前占z町コク～定：コ＂＂＇＂＇＇ ，，とみ町村出点
と
も
、
そ
の
雇
J
H
め
が
治
v
ぐ
れ
る
と
断
す
べ

て
円
七
引
人
約
期
間
満
了
心
4

の
業
務
量
（
川
口
）

や
「
従
事
し
と
い
る
来
務
の
氾
ほ
状
伝
」

一一1
J

、fi
市

〉

土一
l
v
T
J
K

ど
う
か

1hh

～、
J
F
に

継
続
一
一
明
制
度
が
六
斗
歳
ま
で
の
一
一
用
の
緋
ザ
主
，
市
川
提
と
三
し
い
る
こ
二
な
ベ
マ
、
に
考
え
る
こ

他
行
此
ポ
叶
イ
院
な

実
務
が
存
在
す
る
以
打
、
現
在
託
手

L
て
い
る
一
共
同
叫
の
終
了
や
寺
八
務
豆
の
一
誠
（
ノ

よ
品
な
場
ふ
J

）
は
、
一
一
山
仰
の
球
ー
一

r
は
な
り
甘
い
な
い
こ
の
考
え
ん
リ
よ
u
dり
リ
ス
J

人
分
の
仕
可
が
人
分
に
減
少
し
土

心
九
伎
の
再
店
店
弘
旬
以
外
に
も
有
印
川
μ人
約
労
明
者
が
刊
一
ヒ
ム
百
吐
に
い
る
場
合
、

双
方
向
J

川
川
に
ど
の
在
皮
の
ぷ
異
を
設
け
る
v

一

一｝？一、

J
I
－－ 

ド
刀
に
は
あ
る
。
耳
一
極
刑
者
に
は
仕
事
が
は
〈
な
3

て
も
別
の
仕
事
を
災
供
し
、

約

U
只
｛
九
は
ρ

作
事
が
な
く
な
っ
た
こ
こ
か
一
岬
由
に
辞
め
て
も
ら
う
o

H
八
つ
当
な
ヘ
事
担
当
者
で
占
め
れ
ば
、
こ
ん
な
へ
一
手
引
度
川
I

長
続
き

／
）
が
人
事
制
皮

i
一
円
姥
か
ζ

い
う
同
組
J
u
d

一一F人
コ
リ
に

可
f
d
i
J

ず
る
と
は
よ
も
や
考
え
な
L
で
あ
ろ
う

（！メ人民半、日：／ス・＂ SS!G97〔2りlキ 11



と
り
あ
え
ず
、
ば
午
凡
伎
の
け
一
一
川
町
長
ィ
ピ
コ
し
い
て
は
、
六
h
以
ま
で
の
絞
殺
早
用
が
見
人
一
め
る
ポ
ス
ト
に
へ
は
げ
る
「

一
般
の
い
先
約
杭
一
民

と
の
「
芸
引
が
凶
作
化

L
K
い
よ
う
じ
一
J
ら
た
め
に
は
、
そ
の
〕
ロ
う
な
手
段
、

ryし
る
こ
と
ー
も
与
え
り
れ
る
が
、

い
か
に
会
炉
心
為
る

大
企
業
て
あ
っ
て
も
、
士
、

7
Jた
北
川
手
段
を
永
続
さ
げ
る
こ
乙
は
駐
し
い
。

こ
の
－
寸
つ
に
、
説
状
で
も
問
棋
が
少
な
く
な
い
こ
、
う
り
に
、
法
改
京
が
実
現
「
る
と
、

？
J
E
1
J
 

J
、
ム
↓
H
F
i
J
I

態
度
ー

（
必
）
に
「
×
』
が
付
く
者
と
あ
円
で
J
U
六
日
～
れ
を
労
使
改
定
に
よ
り
被
絞
辰
用
出
川
伎
の
適
旧
対
象
者
ひ
ら
折
除
一
5
る、」
ζ

が
で
き
ぽ

ノ
＼
な
る
c

本
人
目
f

希
望
さ
え

rJれ
ば
、
却
人
川
私
以
更
新
さ
れ
る
（
こ
の
例
外
な
き
希
前
者
全
員
ル

l
ル
か
現
実
む
も
の
に
な
れ
ば
、
現
行
の

有
期
労
働
明
、
約
心
更
f
h
ル
ー
ル
と
の
聞
で
調
整
乞
川
川
る
と
し
し
は
、
も
は
や
不
可
能
L

Lν

午
i

七
叶
と
府
用
し
し
わ
乙
長
続
オ
ノ
る
「
J

め
と
は
い

へ
yh
ぜ
一
」
の
よ
う
な
認
識
に
走
る
の
か
竿
者
に
は

そ
の
埋
庄
が
理
解
で
き
な
い

四

定
年
制
へ
の
大
き
な
誤
解
ー

l一
挙
制
は
、
希
望
台
全
員
の
夜
明

2
T
3
m
w
H
1
2制
皮
か

京
年
制
と
は
何
か
年
齢
阿
の
み
を
理
由
と
す
る
強
制
退
職
制
度

角
川
訟

t
限
カ
の
有
無
に
し
m’

一
｛
疋
年
齢
に
到
注

rれ
ば
、
ら
の
こ
と
の
み
を
刊
訂
子
J

て、

vtu
識
J

た
B

の
と

、J
J
I
L

収
h
リ
扱
う
」
こ
り
て
ノ
な
司
献
の
み
を
叫
也
市
、
ニ
ナ
F

る
強
制
返
杭
（

3
2
v二一
2
3
コ
ミ
2
三
時
三
）

を一口
d

誌
に
一
コ
ノ
る
制
定
こ

L
で、

定
年
制
は
存
在
す
る
。

企
業
に
と
っ
て
、
定
可
制
に
は
、
山
思
欲
と
能
力
Jt備
え
た
従
業
討
を
夕
、
つ
乙
い
う
テ
メ
リ
J

ト
も
あ
る
が
、
六
一
欲
や
r
f
h
A
に
欠
け
る

従
業
［
叫
ん
ゼ
排
除
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ヅ
｝
も
あ
る
。
一
ゃ
っ

2
｛
疋
ハ
リ
で
川
氏
て
く
れ
た
＼
企
業
が
そ
う
考
え
｝
白
問
忍
社
只
も
桁
hvi
数
い

る
の
か
引
ム
百
万
呪
ぺ
ん
で
お
り
、
了
ブ
ブ
ル
に
党
民
ず
る
こ
と
ケ
一
怖
れ
ず
に
、
そ
の
よ
う
ぷ
内
包
社
長
人
主
札
制
的
に
計
吟
さ
せ
る

HYL
の
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で
き
る
定
年
制
の
メ
リ
は
、
松
伏
と

L
て
た
さ
い
r

ァ
て
の
札
口
円
再
m
H
L
v吋
山

ヒじ

J
Z
1

ムワ
j
z
J
5

円
高
ユ

C
2
5
宮
内
）
を
河
川
け
い
」
す
る
訴
一
一
を
有
つ
討
に
は
認
め
な
い
、
に
判
例
に
－
o

っ
て
形
点
き

れ
た
わ
が
M
門
凶
治
の
法
川
県
騒
が
あ
る
わ

当
事
者

η
五
が
そ
心
債
務
z
f｝
特
／

h
L
な
、
場
合
に
お
い
て
、
杓
子
丘
が
い
相
当
の
封
筒
を
定
め
て
ー
の
校
行
の
催
告
を
干
し
そ
の

野
山
内
庁
に
穏
ノ
J

じ
が
な
い
に
さ
は
、
伝
子
与
は
、
契
約
の
解
除
を
一
0
2
ザ

hv
こ
／
一
が
己
決
じ
る
」
u

民
法
は
、

IL 
同

粂
↑
ど
の
よ
入
に
契
約
法

、
い
る
1
」川げ山唱え、

巴
川
辺
約
（
労
働
認
約
」
だ
け
は
、

履
行
（
債
務
不
！
舟
行
）
と

L

そ
の
だ
外
に
↓
め
る
ら
し
し
c

能
力
小
門
パ
H
債
務
の
不
完
全

。一

レ
c

そ
れ
か
わ
が
何
心
収
実
な
の
で
み
点
る
〈

こ
の
よ
う
な
一
川
実
の
も
と
で
は
、
先
立
制
心
泌
は
は
も
と
よ

η
、

γhri延
長
へ
い
｛
疋
定
A

れ
予
約
心
引
け
）
も
受
け
入
れ
が
た
い
ハ

人
事
労
務
心

い
に
れ
ば
、
ま
ず
は
川
内
外
な
く
そ
う
考
え
る

C
為
ろ
う
F
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《

乙

一
一
用
保
持
の
機
能
と
一
一
用
の
義
務
づ
け
と
の
違
い

、

iuー
ま
で
は

Jノ
ピ
に
た
与
な
L
C
わい巾

JMの
場
丘
、

トリ」奇人大ノ」」、：
4
〈
》
A
1

ノv
、、

つノ

l

r

j

g

d

t

i

l

t

之さっ
v
〕
～
」
現
実
は

r7しか

よ
ほ
ぃ
y
の
」
し

に
存
在
ず
ゐ
し
ご
の
h

と
乞
受
け
、
間
ι

究
会
町
山
口
4

宝いす旬、一戸一ん汁
i

制
引
「

ι年
ま
で
の
一
一
山
以
降
、
と
い
う
利
、
批
テ
伴
う
も
の
と

L
て
合
一
犬

ゃ
労
働
者
に
受
け
入
れ
h
れ
て
い
る
」
こ
）
へ

E
a
1、
E
－
2

や
、
「
P
4
年
ま
て
の
雇
用
保
障
の
機
詑
J
7
4

右ぃ
1

〆
て
い
る

い
｝

Y
Y
一
ヘ
H
H斗
・
ワ

一つ
υ

）
（
ゆ
一
を
絞
り
亙
し
強
川
刊
し
て
い
る
。

し
か
し
、
主
午
ま
で
の

屋
川
市
保
障
と
い
う
川
刊
益
i

r
め
ゐ
い
は
一
雇
用
保
障
－
U
機
花
L

こ
い
っ
て
J

へ
そ
れ
は
あ
く
ま
と
も
事
実
i

の
AJ
刊
日
什
ま
丈
は
機
能
に
か
J

ぎ
ず

づ
ゲ
え
し
た
刊
公
与
を
享
受
す
る
棒
刊
が
法
件

t労
働
者
に
認
め
ら
れ
て
い
｝
や
わ
け
で
は
白
い
。

に
、
批
同
情
な

Mm保
障
一
ゲ
↓
ぃ
阜
市
jJ

ら
れ
る
わ
け
別
出
に
お

hvcも
、
寸
一
年
ま
で
の
陪
市
宵
事
業
主
に
対
し
て
ブ
フ
ァ
ト
に
英
治
づ
け
る
よ
う
な

、，、
わ、
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すハヘ
μ
主
、
文
」
T
戸
こ
↑
1
3
L宅
〕
h
a
i

t
i
l

－

－

〉

I
t
－－

3
7
j
i
i

ト
ル
ー
も
か
か
わ

Jr、
研
ー
ん
ム
ム
叩
山
ι口
ぎ
は
「
ydヨ
ザ
れ
ん
は
の
六
六
殺
ま
で
の
辰
巳
確
保
L

と
タ
イ
ト
ル

の
口
百
烈
て
「
ハ
む
A

棋
士
で
の
極
凶
確
保
山
町
告
が

て
い
る
況
状
の

r、
祐
司
者
会
只
の
ハ
t
i
歳
ま
で
の
一
庭
用
確
保
の
行
め
の

戸行
H

－
ワ
J

方
策
〆
｝
干
し
て
は
、
小
山
現
行
z
ハ
ハ
〉
次
で
あ
る
法
定
定
↑
寸
ハ
リ
齢
zぜ
六
万
没
ま
で
引
き

t
げ
る
十
川
一
法
、
占
め
る
い
は
、
に
～
法
｛
疋
定
引
年
九
附
」
／
ハ
パ
ノ

長
こ
し
た
主
ま
で
希
望
名
九
十
日
の
六
J
4
歳
ま
で
の
継
続
一
雇
用
を
確
保
す
る
ト
刀
法
仕
考
え
る
べ
き
で
あ
る
t

川
確
保
市
川
置
の
竿
必
に

法
定
定
年
ヰ
前
の
引
十
け
一

｝
ゲ
一
挙
げ
る
υ

半
年
が
延
長
さ
れ
れ
ば
、
げ
何
一

ι品川えのー
ι午
ま
で
吊
望
者
全
員
の
巴

川
口
川
zC坪
べ
弘
、
れ
る

ご
れ
で
は
、
そ
～
な
吐
い
J

た
r
メ

l
ジ
さ
え
す
え
か
ね
な
い
c

｛
心
主
J

伍
長
レ
〈
い
ろ
斗
併
合

一
律
の
先
立
延
長
し
が
な
い
と
思
い
が
ち
で
為
る
が
、

た
後
、
そ
ミ
し
た
極

判
例
を
認
め
る
よ
う
な
こ
と
は

に
能
川
が
あ
る
者
一

ぜ
吋
に
ん
H
H
叫
が
必
民
と
認
め
た
苫
に
つ
い
て
ど
4
C

に
つ
い
て
の
み
庶
一
川
手
れ
る

一り
h

也
市
三
十
除
引
す
る
こ
と
も
同
様
内

日
叫
ん
仏
ず
に
ち
［
ば
し
ば
行
わ
れ
と
い

1iz 

｛
吾
川
山
一
一
文
い
か
認
め
、
り
れ
る
心

「
著
し
く
へ
日
カ
ド
欠
け
る
若

コ、
f」

｝
l

v

し

認
め
ら
れ
て
よ
し

絞
苫
は
リ
川
苦
心
裏
返
九
日
則
L
」
川
判
川
内
ど
活
紅
さ
せ
た
に
ず
ぎ
な
い
MJ
ら
で
や
り
る
「
V

わ
が
凹
の
ど
年
制
が
収
用
保
障
の
機
防
」
を
こ
れ
ま
で
灯
っ
て
き
ょ
人
こ
と
は
白
芝
、

ζ
？
い
し
、
能
力
不
足
を
則
一
川
］
！
と
す
る
解
日
店

主
再
ち
い
以
く
認
め
る
べ
、
ず
で
あ
る
と
も
出
品
ね
な
い
っ
た
ナ
、
物
士
山
下
に
け
や
月
り
問
問
勺
は
が
あ
る
c

過
ぎ
に
る
は
及
ば
ざ
ゐ
が
ご
と
、
）

一〉、
i

／

Z
J
1；
 

E
河
川
や
詑

ηに
欠
け
る
高
年
齢
話
は
、
意
欲
や
諸
々
に
あ
ふ
れ
た
佼
進
リ
薪
午
隔
に
道
を
譲
る
。
心
年
延
長
は
、
少
な
く
と
も
そ
の

に
対
す
る
ぷ
準
の

よ
事
寸
ば
機
会
J
U
Y

－
提
供
す
る
も
の
で
白
け
れ
ば
ザ
り
は
い
。
現
行
の
継
続
辰
用
制
攻
と
同
様
、
労
使
協
定
手
え
給
料
す
れ
ば
、
定
年
延
長

掛
川
ん
岳
山
川
山
川
口
奇
け
迎
を
い
く
も
心
；
は
人
G
G
J
h
v
、
そ
う
し
ー
た
制
度
設
4
一
川
の
見
古
し
、
九
ん
恨
の

転
換
こ
凶
と
が
ん
f
、
求
め
ら
れ
て
レ
る
J
い
え
よ
有
一
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ヘ1
2

岸
牛
w

万
働
む
引
い
出
円
九
品
十
五
ム
人
匡
へ
月
三
労
間
I
人
庄
、
話
人
前
k
u、
別
指
大

μ、
包
〕
店
長
官
、
社
ム
泊
三
市
ナ
税
’
ふ
り
改
防
担
当
k
E
F
つ
停
ぷ

事
明
し
；
）
l

九

千
γ
主
一
一
イ
八
戸
ん
に
公
表
J

↑l

「
一
引
会
保
陪
税
体
改
主
U
J
り
」
州
日
作
世
一
ポ
ス
ム
フ
1

1

1

げ
に
つ
い
て
を
舎
川
町

な
一
品
、
刊
に
提
出
日
子
｛
ほ
さ
れ
亡
v

る
f
l
d

的
問
拝
礼
山
系
「
一
口
、
一
台
苅
万
問
V
人
以
れ
民
追
法
系
一
で
σ
ヴ
一
ハ
ト
タ

f
A
労
働
民
埠
店
主
一
が

よァ，
FV

日午前占z町コク～定：コ＂＂＇＂＇＇ ，，とみ町村出点

（2
一
戦
主
主
定
分
お
い
’
え
の
早
明
汁
J

取
台
市
本
間
川
辺
混
合
計
手
誌
の
坊
lr
、hu
士
、
お
り
、
成
二
片

H
H
一
戸
に
川
和
さ
れ
、
沼
問

に
お
い
I

喜
一
読
は
ス
タ

1
1
J
｝

一
ス
一
ぜ
京
絞
り
文
脈
治
明
、
シ
，
A
に
な
る
よ
ろ
に
、
失
点
コ
同
所
千
一
段
治
ご
と
に
什
店
す
る
と
、
次
（
U
1
T
つ
に
と
る
c

じ
以
一
ー
へ
一
二
一
一
円
）

urに
ん
札
止
さ
れ
に
門
川
牛
約
者
控
の
油
引
の
一
九
t
且
i

に
悶

f
Q川
一
辺
＼
附
引
回
六
年
リ
辿
第
ヘ
八
サ
ュ
以
内
一
日

前
法

ζ
r一
ノ
｝
ド
J

、
、
成
人
ヘ
ヘ
ノ
一
〉
、
一
自
ー
に
他
行
さ
れ
、
「
栄
一
に
討
し
、
ジ
定
年
む
引
L
u
t、
小
山
批
松
車
川
宗
れ
ん
む
導
入
、

ゆ
一
定
%
の
必
め
の
廃
止
の
L
L
f
h
か
の
惜
M
P
ヘ
い
市
山
伊
山
凶
作
置
一
ど
也
一
に
o
る
）
ピ
が
ム
江
税
化
さ
れ
」
一
m
w
M札ザ、山一は
1

J

工
同

4

（一（ハ）

一
一
半
広
ま
さ
に
段
時
的
に
実
施
）
こ
れ
j
受
汁
、
労
相
1
3
1

協
議
を
亘
ね
肝
佐
川
小
乞
見

4

一G
山
戸
、
合
奈
に
汀
い
て
、
少
ヨ
く
と
も
J
有

花
三
で
は
意
欲
と
箆
力
の
あ
る
限
り
舵
き
消
灯
司
令
成
立
心
室
崎
刀
討
主
に
語
長
し
に

i

i

一
っ
こ

今
後

wv山
間
り
へ
戸
心
六
幅
減
十
一
主
跳
ね
刊
し
、
ヒ
パ
及
び
性
会
を
い
た
畏
さ
七
7

で
じ
り
、
守
昔
、

r
k
也
、
」
同
午
鈴
ν店
主
い
琉
れ
よ
り
促
進
け
い

尚
早
安
な
訣
一
山
け
れ
に
L

か
っ
て
い
る

υ万
働
h
ハ
ベ
日
比
一
刊
の
叡
円
い
か
ら
み
〈
J

と
、
少
止
、

T
2
も
働
く
白
隠
欲
ζ

能
力
を
有
す
る
高
年
齢
者
ぷ
働
く

J
」
が
で
き

な
い
し
ど
い
う
山
町
胎
】
山
改

51Jる
必
ま
が
あ
り
、
ま
た
、
主
司
令
齢
品
川
工
長
い
抗
告
一
村
人
パ
ー
で
弔
J

て
き
h
l
杭
芸
完
誌
や
経
験
ど
ん
枠
済
社
之
に
ョ
い
て

吉
川
切
に
ゲ
刊
し
て
い
く
た
め
の
方
策
を
検
討
し
亡
い
J

、
必
要
ハ
J

ふわる
L

ヘ
a
o
－
｝

三
r

－

u的
h
d
人
口

u
減
少
日
立
込
一
子
れ
二
、
命
中
、
将
υ
土
川
叫
に
は
、
特
に
uf年
ん
け
の
労
防
力
浜
地
山
円
減
少
、
〆
、
必
広
な
店
、
材
九
九
倍
長
円

ザ
ャ
く
な
る
と
ド
y
Jま
れ
る
こ
と
か
う
、
長
羽
的
ょ
訳
出
Z
L
J
T
U一、／
l
2
げ附に
ιhihν

わ1
リ
h
1ヘP
、
仲
目
叫
叫
畝
レ
し
能
わ
山
の
あ
岳
W

一点胤部者
γ

｝つぐ抗一川一
t

訂
川
ず
る

こ
1
r
J
Mず

μ
ハ久な山
I
町
応

P

」に必
J

争
訣
に
少
了
士
旦
司
除
化
か
宝
」
炉
h

労
肌
問
川
な
人
川
口
減
心
／
に
伏
一
U

込
ま
れ
7

、
い
。
ド
、
拝
え
同
汁
会
｛
υ
円j
一7リ
ヱ
色
緋
刊
す
J
7
G

し
と
も
に
、

1
5事
ど

の
九
守
が
社
会
山
障
制
止
な
v

」J
V
支
え
手
F

な
り
ノ
γ
一
の
持
続
可
能
性
1
1
品
め
る
こ
一

2

で
き
る

1
2ノ
に
了
。
た
め
に
は
e

小仏
W
A
J」
分
的
菅
の
立

方
の
三
一
五
乙
野
々
に

1
1
意
欲
と
能
力
の
あ
る
当
年
鈴
者
っ
足
式
や
は
μ
肢
を
経
済
仕
告
に
お
し
て
J

付
税
に
1
山
門
門
で
き
る
よ
ろ
に
し
て
ir
く
こ

し
が

ι出
己
あ
る
し
ま
た
、
相
叫
が
呂
の
高
年
齢
討
店
市
川
内
出
／
江
川

川
出
会
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づ
る
い
%
広
が
あ
る
一
一
日
一
七

ー
軒
続
室
町
制
収
ば
、
ぶ

γ古川
E
J
C
は
、
三
の
告
か
れ
て
い
る
日
況
ペ
J様
々
で
あ
り
、
り
ん
州
市
立
白
心
ハ
寸
↑
成
〕
モ
仁
川

Fm桜山比
tFM汁
八
山
札

征
を
円
前
、
μ
E
Y
Q
h
／仔ずに、
h

父守人
L
示
日
バ
パ
仏
門
一
応
じ
ι
対
応
が
川
町
能
r
r
L

以
る
と
と
も
に
、
公
削
者
に
と
J

て
rh
、
意
欲
と
能
刀
が
あ
る
場
合

に
は
、
定
’
L
l

段
も
ハ
ハ
土
設
で
働
〆
こ
J

が
き
る
｝
乙
か
コ
リ
U

〈
活
凶
さ
わ
一
一
い
令
改
札
再
齢
一
エ
ペ
グ
出
行
か
一

4
Lア
J
h
計
喧
し
た
羽
在
、

継
従
事
出
制
庄
の
対
京
一
へ
よ
る
凸

1
約
者
二
M
m
7
主
閉
所
制
ど
よ
り
川
間
聴
し
た
者
？
に
九
十
到
達
者
主
体
に
い
れ
る
割
ム
法
。
九
一
%
で
あ
る
」

定
年
り
1
川
け
、
E
P
f
f
制
交
の
白
川

L
a
れ
0
4
4れ
を
と
る
助
ヘ
ロ
丹
も
、
！
ハ
一
J
A代
打
当
｛
U
期
判
も
九
q
uりた笥ヘ社制↓山山ヌ
b

J升
v浩
司

拭

川
、
乙
の
人
事
管
H
一二
J
h

て
、
長
引
刈

f
ず
る
株
主
牛
叫
に
J
九
応
l
名
付
企
業
日

χ情
に
い
川
じ
と
高
E
鮪

E
の
意
欲
亙
び
能
力
士
市
ρ

J
一る一でつ、

PKMの
話
ν
人口

v
に、

t
J
E切り
a
足
！
目
、
シ
一
行
う
必
更
が
為
る
一
一

H

2

一一）
r

三

一、4
）
阿
ぺ
労
目
前
「
両
立
的
v
u
E町
状
況
報
千
円
」
ギ
成
二

L

ハ
ハ
ャ
現
寸
一
）
同
よ
句
ー
と
へ
ホ
凶
三
一
川
円
程
凶
日
刊
第
一
本
一
木
問
題
以
人
戸

一
注
一
ヲ
ニ
♂
資
新
日
一
参
考
人
れ
戸
一
心
凶
T
h
m

シム
F
r
一話回ハ
ι

ち
な
み
に
、

v
成
（
二
牛
今
心
月
一

H
にヘ
P
Rさ
れ
こ
一
同
年
日
者
鼠
点
状

況
限
口
一
戸
J
Fム
ハ
ト
ペ
玖
抗
ぜ
に
酢
る
と
、
総
呪
い
収
用
制
↓
正
月
対
象
し
な
る
ヨ
ノ
？
齢
者
に
係
る
基
本
制
立
に
よ
ム
OY
品
収
石
川
郎
、
j

円
制
立
が

山
川
に
設
汁
ら
れ
二
い
る
士
山
求
い
お
け
る
疋
年
到
注
者
の
一
立
%
一
定
到
辻
在
八
千
什
刊
の
‘
へ
r
ち
と
、
戸
μー
を
い
と
コ
に
い
旧
い
る
も
の
、
一

、b
〔Jl
L

レリトー

ご
J

一
言
内
斉
料
ー
も
（
吋
t
f
、
一
、
幻
川
表
山
川
二
ピ
キ
J
U
1
c

な
お
、
川
河
耐
査
に
よ
れ
以
、
日
答
企
来
世
副
え
結
え
る
い
寸
準
げ
は
、
い
川
い
の
ほ
か

IF寸
い
牧
内
科
設
に
よ
る
技
九
日
・
以
怖
を
も
〔
一
二
守
、
乙
一
戸
ニ
ヘ
ノ
e
k
百
九
一
杭
駄
を
緋
弘
、
三
台
、
乙
一
二
ご
e
%
＼
一
他
の
十
［
只
を

m
v
紋
行
で
き
る
w

こ
一
一
一
ハ
o

ヘ
J
%
三
一
市
J

門
的
hhu
官
冷
か
も
り
一
」
U

る
こ
〈
一
（
ド
こ
い
と
ヨ
ヤ
Q

（G
一
一
二
ω
、
社
団
法
人
ー
本
紙
済
団
体
連
λ

叫
ん
耳
（
じ
木
松
岡
述
｝
ー
も
、
ド
成
二
一
f
i
七

月

九
I

－
ご
公
去
し
た
忠
克
古
1
A
I
誌
の
品
料
音
程
刑

の
お
わ
ん
に
つ
レ
こ
一
乃
は
一
か
芝
、
「
Z
M品
川
内
容
↓
ご
の
も
の
に
つ
い
ー
も

L
U以
l
に
迄
出
完
な
渋
川
目

ν一有
J

て
る
更
能
に
は
な
い
「

九
〕
？
）
ろ
、
ふ
準
心
主
た
す
役
割
と
じ
、
労
同
ぷ
F
O
基
小
山
を
定
の
日
除
L

ゾ
、
共
心
す
る
一
と
一
己
、

λ
f
I戚
ま
て
の
モ

y
ハ
1
ン
ョ
ン
4

王

位
持

L
，
さ
っ
、
ハ
一
歳
以
降
4
U
さ
い
舎
三
聞
け

Q
4
う、

γ
h
i
f
則
子
ぃ
f
年
j
r町
長
段
階
m

コ
様
々
公
取
り
組
λ
吉
行
よ
烹
L
m
乙
な
っ
て
い

る

J

三
三
五
五
？
を
法
l

ず
る
こ
ど
に
、
山
二
、
二
力
一
臥
う
な
げ
μ
品
、
双
方
の
努
ん
や

R
b組
λ
姿
碍
が
失
れ
れ
ゐ
こ
f

一
が
月
一
ヘ
〆
々
に
心
↑
と

し
す
る
）
羽
川
帽
の
f

円
か
に
は
%
映
ノ
～
、
川
ア
リ
テ
ィ
の
ふ
る
～
令
指
摘
と
い

L
ょ
う
い
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ヘ7
F

小
川
馬
町
ん
働
h
p
K
L
え
し
る
～
J
J
一
石
上
小
山
義
務
－
阪
大
法
r三
万
円
公
竺
〔
山
目
、
成
ハ
一
年
一
汀
二

ι肖
HIt－
、
ア
川
〕
HJ
士
山
芯
附
〔

（乏
U

J

続
ω山
尾
市
杭
止
心
主
人
で
あ
く
ま
＼
叫
ん
円
山
の
表
携
に
と
ど
よ
れ
る
し
〈
一
1
9
L

、
ヮ
間
協
定
に
よ
る
た
苧
杭
江
川
一
必
リ
さ
れ
た
と
し
て
も
、

就
業
規
昨
ニ
ど
り
る
同
制
度
心
忠
司
共
生
ま
こ
は
北
河
除
外
基
均
（
な
コ
、

F
4
一
夜
供
出
は
リ
バ
倒
木
準
法
ヘ

λ
条
一
川
す
た
い
～
；
一
退
職
に
尚
一
n

る

よキ

ihJ

に
f
A当
ア
る
」
で
が
山
ち
に
辺
却
y

な
る
乙
し
う
わ
け
で
は
な
い
〕
た
だ
、
取
結
早
用
制
度
に
一
ノ
い
と
は
、
当
初
♂
め
つ
れ
て
い
三

流
業
忠
則
に
」
合
志
砕
の
は
一
て
が
、
ム
へ
ん
正
業
に
コ
一
い
て
は
ギ
五
一
／
lz同
月

以

降

、

中

小

中

業

に

つ

い

二

モ

ド

記

ニ

と

凹

円

以

降

一
千
民
ら
れ
な
ノ
な
r

九
一
再
午
前
円
肝
叫
ん
瓦
弘
法
h

市
町
h
A
全
会
主
山
町
、
）
、
い
う
経
樟
が
あ
り
、
山
手
口
：
7
店
主
J

は
な
い

一Q
L

一平日刊日間
U
Eの

dr一
円
こ
え
什
（
注
一
行
、
）

J

し
、
「
町
民
持
い
弾
約
た
る
方
矧
担
～
約
に
ぬ
い
て
、
健
康
一
川
A
K
L
一
千
へ
寸
め
f
d
h

に
坑
労
が
刊
誌
か
ど

百
円
引
法
’
ぺ
悶
係
～
1

6

A

川
市
計
ー
ー
の
み
の
品
川
山
＋
～

L
り
所
河
川
リ
ハ
堆
山
川
凡
さ
札
7
9
こ
一
法
、
い

m
v

同
宿
的
ぶ
村
山
川
の

4
h女
性
か
り
乙
ば
？
／
、

万
川
同
製
作
れ
法
一
条
去
の
原
山
内
F3主
税
1

て
に
も
の
ζ

口
わ
ざ
る
を
日
日
日
以
ゆ
い
と
「
る
「

一
、
山
）
心
午
前
表
務
W

J

一止に
M
K
1
J

ん

l

y

J

て
も
、
校
同
日
は
法
注
M

M

同
わ
れ
る
こ
し
は
な
し
が
、
行
政
ぷ
げ

FL村
」
汚
ど
に
よ
主
市
一
時
の
対
象
と
は

は
る

r
h
h
問
烹
常
川
弘
同
し
条
凶
引
を
穴
、
町
J

（日｝

y

、
一
一
民
一
成
川
崎
心

υ、
伴
は
川
411
小
ノ
者
な
い
り
』
ヘ
者
向
談
社
、

d

成

丘

一

一

一

一

王

山

本
d
h
出〕

一口、

1

円
九
十
計
者
の
山
府
圧
が
ん
戸
め
、
山
口
人
前
羽
川
同
が
ん
十
七
J

A店？ペム
ω
F
J
A
倒
白
人
的
の
約
一
一
桁
～
A
I
楽
が
山
並
的
に
な
ら
ざ
る
を
砕
い
な
い
同
U
Hに
つ

い

て

口

目
、
小
川
二
rん
働
セ
品
改
草
加
川
町
川
品
化
論
へ
の
民
治
伊
－

w降
敏

ヘ

九

尚
ι

一
指
一
日
十
九
行
済
心
的
色
化
市
議
の
渋
刻
。
以
府
川

ヘパ〆
r口市
ι
一一
h
u
T
小川計
ι
川
判
河
川
版
社
、
半
ι
胤
一

q

」
ん
向
、
判
品
、

μι
肖
、
も
お
山
田
c

一
日
、
た
一
三
リ
九
月
、
E
H
h
J己
守
的
川
つ
闘
が
一
日
以
！
日
た
事
長
向
け
川
ブ
レ
ヴ
ヘ
六
立
政
士
一
に
の
定
午
の

7
一
い
ノ
ベ
マ
の
速
や
古
な
尖
地
J
1
H
H

」
亡
は
、
（
ベ

万
回
協
γ

（
一
也
に
定
め
る
析
涜
応
用
制
改
の
斗
象
J

た
る
古
齢
苔
に
♂
る
え
4γ
石
川
乙
白
ノ
て
、
一
五
夫
つ
い
「
同
心
山
川
割
お
ご
お
以
1
小
一
話
や
一
十
位
打
一
引
一

三
軒
以
下
げ
断
勾
結
束
、
主
務
涜
？
に
同
記
や
と
い
い
［
者
ピ
ペ
寸
予
判
不
さ
れ
て
い
る
が
、

J
h
つ
一
三
市
叱
に
該
当
す
る
か
汗
か
J
V
少
な
〈
と
も
九
九

ぞ
抗
日
円
九
羽
ご
と
に
民
監
と
な
る
の
b

い
う
ま
、
も

2

J

三
一
ぜ
鮮
［
惟
事
川
と
は
川
ド
ム
ペ
な
れ
、
就
業
「
明
則
に
平
｜
ム
め
宇
山
千
｛
乞
リ
め
な
け
れ
ば
な
ら
ι
2
1
4
4
孔
務
は
市
川
原
告
に
は
な
い
一
労
働
庁
平
民
ヘ
J

宏

一

ヨ

立

（
け
反
対
呼
山
内
）

0
1川
同
の
｛
ど
め
心
あ
る
刊
人
約
は
、
羽
間
の
満
了
v

ム
ハ
戸
｛
乃
は
到
的
に
終

iI一句ブ？－
U
L〔
同
ハ
J

J
－4
0
ら
え
て
？
じ
、
法
制
以
よ
は
こ
の
一
－

戸
で
つ
に
な
る

L
か
く
ム
人
巨
ん
い
た
ι

1

有
問
万
的
現
杭
心
判
緒
、
吏
相
及
び
醇
は
に
い
討
す
る
基
生
」
矢
）
は
、
反
「
か
ノ
に
つ
い
に
も
、

rM

W

刈
偽
者
が
ど
の
坪
山
に
つ
い
て
一
剖
別
当
の
父
Lr午
前
求
、
三
一
乙
き
1
h
、
こ
れ
乞
父
付
し
た
日
れ
ば
な
（
J

と
い
ピ
ヨ
ど
定
め
よ
山
り
、
就
リ
土
品
別
に



前
も
っ

L
C
の
河
刊
ミ
列
挙
十
字
句
史
明
苔
は
4
な
く
な
し
一
一
ル
部
続

F
日
制
度
の
一
旭
町
や
受
け
る

EAγ
ぃ
ぷ
引
に
｛
い

L
は
、
ハ
立
京
一
で

の
府
川
市
の
緋
社
t
ノ
に
則
的
期
パ
ム
乙
」
r
A
【
一
ヲ
る
ル
考
え
d

ざ
る
を
得
な
し
い
乙
と
か
ら
、
一
昨

F
椛
所
用
法
則
の
相
指
追
川
市
を
古
般
1
1
J

て
、
就
業
規
則
に

「巾

k
p
v
事
山
い
に
一
民

f
。
乏
M
J
Z一
カ
ξ
る
士
得
た
い
仁
三
事
パ
ハ
7
0え
る
U

そ
の
場
合
、
継
続
市
同
一
何
一
度
っ
適
用
荒
涼
U
Fゲヨキ
j

る
者
遺
附
除
川
川
件
土
地
ー
に
ぷ
当
）
な
け
昔
一
で
あ
こ
に
も
、
川
引
け
だ
刻
刑
の
店
」
ヤ
ホ
十
一
刊

に
詩
レ
工
：
？
も
の
一
、
つ
い
て
ば
、

ο
日
可
－
止
の

mru－
能
川
X
約
羽
山
中
の
Mr
疋
ペ
M
E
J
V
K
で
あ
る
以
仁
、
規
開
の
消
i
E侍
コ
て
刊
J
E
ず
る
こ
、

も
可
能
と
レ
わ
さ
ゐ
ル
一
得
オ
、
恒
い
い
山
町
市
此
川
出
出
前
疋
川
司
川
1

｝
日
一
心

F
ー一レ
1

v

h
仇
d

市
川
引
に
定
的
「
ノ
一
れ
て
い
／
U

場
ム
い
に
は
、
店
「
均
一
町
匠

ど
区
別
ム
コ
ム
V

実
益
も
な
い
）
と
yrJ
ノ」、
ν
れ
γ

匂
ぺ
、
一
一
町
｛
け
継
続
1
F
日
哉
と

1
Q者
の
疋
l
め
事
山
間
と
、
P
こ
れ
以
外
心
者
の

E
4
1
r
k予
山
宍
川
じ

も
の
「

L
亡
規
定
し
て
よ
乍
〈
い
う
門
町
民
は
仏
吠
J

と
し
て
残
る

（ru
｝
椛
川
町
川

Enuu…
防
～
の
也
肘
を
／
と
げ
る
河
恒
齢
h
O
は
、
登
山
押
群
m
い
に
化
、
」
」
l
y
G

車
ム
め
の
対
象
一
一
証
J

て
ん
は
日
ら
な
い
日
い
う
υ
Z
U
J
九！？バにはワ一
F

そ
も
征
…
珂
が
あ
る
、
ま
た
、
企
幸
ペ
J

人
貝
杭
叶
珂
γ

｝つぐ「ト

で
占
均
打
、

ν

三ノ
L
h
占初八斗：～
U
仙

h

、
叶
世
続
P

川γ
泊
制
区
の
山
？
＋
、
推
J

〆

叫
r
一
的
ア
～
山
ヤ
附
「
る
こ
乙
J

、
、
一
川
さ
札
る
弘
」
h

スノニ
J
L

？」～山ろ一円
F
 

一日
J

二
日
ト
山
、
つ
な
事
情
モ
ー
の
っ
て
、
ー
て
似
た
り
J

で
は
、
縦
読
取
肘
制
す
え
の
回
目
を

ydtる
恥
民
｛
J

抗
議
山
忠
則
に
お
J

て
は
、
ね
の
史
的
期
引
に

定
め
の
あ
る
駅
員
の
坑
長
元
日
一
一
は
遅
い
、
一
ー
マ
心
主
務
今
一
人
メ
県
、
／
！
な
，
～
な
ご
ん
な
は
、
労
働
記
約
十
虻
苅
し
な
い
」
己
引
を
別
丈
の
荒
川
疋

士
も
つ
に
ど
め
る
で
「
コ
一
二
1

乙
は
し
て
な
い

ι
だ
、
戸
一
の
場
F

、
口
に
お
ト
て
も
、
問
問
に
山
、
｛
℃
の
あ
る
判
定
の
業
務
に
抗
／
こ
こ
に
背
酌
誌

かコリ

H
f
Fぺ
、
一
一
喝
ム
w

は
、
当
日
ヰ
ポ
荷
主
主
主
と
、
J

h

ゆ
く
な
っ
～
一
亡
が
」
叫
出
1

」
一
る
宗
止
め
は
刊
誌
〉
与
、
仏
F
Q
余
地
は
分
止
め
？
ノ
ド

一円
U
F

な
日
、
古
川
～
清
阿
波
や
m
m
寸
川
町
能
川
口
山
間
に
上
限
が
市
一
ぞ
け
ら
れ
て
る
川
巧
討
に
も
、
た
y
J
r
取
扱
v

に
手
要
が
行
一
じ
る
川
山
口
佐
川
小
島
る
こ
と
に

正
日
〕

（
民
一
本
人
心
名
望

F
、
え
あ
れ
ば
、

U
J
V

仇
や
能
H
d
f丈
一
！
？
ム
官
目
て
お
J

、込

μ十
約
乞
百
九
州
怜
一
よ
、

3

い
～
つ
の
で
あ
れ
ば
、
現
乙
岨
【
庄
の

一
味
件
以
る
に
ち
引
に
当
行
う
て
の
判
断
基
注
は
、
ま
コ
た
く
4

一EmJ切
な
さ
ー
ゼ
、
、
守
／
ωへ

一1
y
一
ぜ
な
一
ぺ
一
｝
U

こ
し
に
判
定
一
7

午
、
、
平
者
に
か
つ
て
次
U

匹
、
）
に
出
？
に
ご
と
あ
る
l

「
常
一
次
ん
川
崎
段
、
店
法
八
長
に
よ
っ
ヤ
ム
旬
労
苦

（
け
凶
体
行
動
柏
が
況
院
き
れ
ず
ご
」
〉
に
よ
り
、
弘
前
者
日
一
団
体
、
－
し
て
ザ
一
ー
疋
白
山
梨
約
ト
心
義
務
不
思
行
（

F2品
川
持
、
泊
、
転
1
て
FJH
偽

詳
何
佼
宇
べ
か
り
ざ
る
格
苛
い
に
a
’G
J

だ
が
、
モ
の
料
央
、
一
一
可
前
y斗
K
Lヘ
に
よ
る
い
尖
釣
卜
刀
認
識
不
履
行
「
ト
以
y

人
、
立
慢
、
～
山
訟
佐
官
…
J

｝
に
つ

い
C
H守
一
日
＼
ご
れ
ル
叫
出
と
ず
る
一
以
店
U

主
的
パ
い
解
除
（
併
車
一
が
品
J

〈
凶
川
知
に
な
J

八
〔
上
り
l
t
w
に
い
乍
ぱ
、
ご
れ
が
夜
店
布
一
約
の
卸
J

川川
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士
司
法
i

」す－

2ん
働
者
心
「
涜
務
不
破
行
に
当
た
る
｝

Z

誌
戎
古
そ
も
そ
も
止
、
？
な
J

た
一
一
、
ご
バ
一
ん
働
法
J

｝pr
心
凶
辺
ヘ
川
－

k

大
z
弘
子
六
巻
「
勺
（
ド
成
二
＝
年
斗
ロ
に
J

ん
弘
以
卜
、
凶
ヘ
叶
、
て
に
た
、

MF
二
次
ト
八
戦
別
に
、
も
と
よ
れ
そ
｛
J
事
伯
広
大
き
ぺ
、
厚
ハ

な

i
h
v
A
一同

l
l
l
i
八
江
を
忍
町
一

ぺ
川
川
で
い
や
り
る
勤
務
延
長
何
一
度
っ
多
J

氏
、
、

7
引
に
w「ふんスヤ
d

h

〈
え
江
、
国
京
公
務

i
J出
も
、
定
小
に
工
？
rq

忠
誠
の
特
例
へ
勤
務
正
反
）
に

っ
し
：
、
次
の
上
司
7
川
に
と
め
て
い
る

へ
由
止
年
に
よ
る
返
識
の
特
例
」

第
八
十
一
朱
の
一
エ
任
台
指
名
は
、
定
併
に
、
ザ
ン
た
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